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前期入試に関わる高校教職員緊急アンケートの結果について

長野県高等学校教職員組合
通学区拡大に伴い「過度の受験競争を避けるためにも多様な個性を評価できるような入学選抜方法を工夫し、推進する」ことを理由に導入された前期入試が始まって6年目となりました。この間、前期入試については「おびただしい数の受検生に不合格体験をさせること」「通常の教育活動に支障が出るほど入試にかかわる業務が増加すること」「あいまいな判定基準への不満・そのことへの職員の不安があること」「中学校の授業のあり方、とりわけ３年生の授業を変容させたこと」「学力低下のおそれがあること」など多くの問題点が指摘されてきました。同様の制度を導入してきた他県でも、埼玉県、静岡県、和歌山県などで前期選抜取りやめの動きがあり、長野県内でも、高教組、県教組が県ＰＴＡ連合会などと協力して県民的なシンポジウムを開催した経緯もあり、県議会でさまざまな会派から見直しの要望が出される中で、県教育委員会の定例会でもその検討の必要性が確認されるなどの動きが起こっています。こうした、一連の動きを受けて、高校現場の教職員の要望を緊急に取りまとめることがきわめて重要と考え、緊急のアンケートを行いました。

アンケートには県下87高校中81高校から1,602名の回答がありました。以下はその結果です。
アンケート結果と考察（別紙参照）
１、前期入試についてのお考えをお聞かせ下さい。
「改善すべき」が３１．１％、「廃止すべき」が５９．３％と９割を超える教職員が、改善・廃止の方向を求めています。「現行のままでよい」とした回答は５．４％でした。
２、前期入試のメリットはどこにあると思いますか。
メリットを聞いた設問にもかかわらず、「メリットがあるとは思わない」という評価が、４９．２％と全体の半数に及び、メリットを指摘したものは最も多いものでも「期待される生徒を集めることができた」の２０.９％に過ぎませんでした。その他の点でメリットと認める回答はいずれも１割台以下にとどまりました。
３、前期入試のデメリットはどこにあると思いますか。
「選考基準が曖昧であること」５５．９％、「大量の不合格者を出すこと」４１．１％、「通常の教育活動に支障を与えること」４１．５％、「学力低下を招くこと」４１．９％、「学検業務が過重になること」７１．２％といずれも多くの教職員が前期入試のデメリットを捉えています。
４、より良い入試の方法として次のどれがよいと思いますか。
「入試は一回とする」という回答が全体の４割を超え４５．０％となっており、その中で「学検と調査書に加え各校独自の観点を加えた一回の入試」を求める声が６６．５％（全回答者の２９．９％）となっています。一方「前期入試は専門校や困難校に限るべき」との回答も全体の３０．４％に上り、いわゆる普通科進学校での前期入試の取り止めを求める声は合わせて７５％を超えている点も注目されます。
以上のアンケート結果は、この間高教組に寄せられた保護者の皆さんや義務教育の教職員の要望とも多くの点で一致しており、高教組としては教育委員会に対して、前期入試の廃止を含む大幅な改善を検討するよう改めて求めるものです。

以上
